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1 年刻みで 1 年未満から，9 年以上までの 1 年単位で 10 区分，経過月数については，データ取得期間の 60
ヶ月を 20 の四半期に区分して，ダミー変数として重回帰分析を行った．車齢 5 年以上 8 年未満では大き
な変化がなく，相対的には，車齢 5 年未満まで時間経過と燃費との間に高い相関があることが分かった．
経過月数の推定パラメータ値から見ると，全体的な傾向としては，調査月が新しくなるほど燃費が向上し
ている．四半期ごとにパラメータ値を比較すると， 2011 年の第 2 四半期（4～6 月）の燃費が良く，直後
の第 3 四半期（7～9 月）で逆に大きく低下したことを示す推定結果となった．2011 年第 2 四半期は東日本
大震災の発生直後であり，日本国内全般に省エネルギー・省資源を受け入れざるを得ない雰囲気があった．
それが燃費向上に反映された可能性は否定できない．反面，次の四半期の夏期では燃費が著しく低下して
おり，この結果と，厳しかった夏の電力使用制限との因果関係を特定するには本データは材料不足と思わ
れる．震災の影響が，自動車燃料消費量にも及ぶ可能性を確認し得たことは新たな知見であると見なせる． 
本研究では，自動車の『保有』，『利用』そして『燃費』について分析を行った．最終的にはこれらの乗
算が二酸化炭素排出量や燃料消費量に比例すると考えている．環境負荷軽減を実現するために，この三要
因について，本分析結果をふまえた，今後，望ましい施策について考察を行い本論文の結語とする． 
 
